
伏虎便り Ｎo.７        平成 29年 7月 12日（水） 

平和への祈りを込めて、千羽鶴を奉納 
和歌山大空襲から７２年となる７月９日（土）、汀公園で 

市戦災死者追悼法要が営まれました。 

和歌山大空襲について学んだ７年生が平和への祈りを込 

めて折った千羽鶴を、今回の法要で代表者によって奉納さ 

せていただきました。 

和歌山市戦災遺族会の理事長吉田さんは「時間をかけて 

こんな細かな千羽鶴を作って下さりありがとうございまし 

た。皆さんも、今健康で元気に過ごせることに感謝するこ 

とを忘れないでくださいね。」と話されていました。 

戦災で亡くなられた多くの皆様のご冥福をお祈り申し上げます。 

 

6月 23日（金）クラブ活動 

 ４、５、６年生が全員参加するクラブ活動が始まりました。 

体育館や特別教室、廊下、学校施設を一杯に使って、１６ク 

ラブが活動しました。学年の枠を 

越えて趣味や関心の近いみんなが 

集まりました。子供たちの新しい 

交流の場になっています。 

 

 

 

6月 26日（月）プール開き 

６年生が、１５日（木）にピカピカに掃除してくれたプール 

で、水泳の学習が始まりました。プール開きの週は雨が多く、 

入水できない日もありましたが、日毎に暑くなり、きっと今は 

プールのある日が、みんなとても楽しみだと思います。 

 水泳の学習は、自分の命を守ることを学ぶ大事な学習です。 

しっかり頑張りましょうね。 

 

～委員会活動の取組から～ 

             ９月２３日（土）に、運動会が 

開催されます。児童生徒会執行部 

では大会スローガンを募集中です。 

             また、７月７日の七夕にあわせ 

て、執行部が「ささ」を用意して 

くれました。各フロアの廊下に七 

夕飾りが飾られています。 

        

 

 

競技かるた部：ぴりりとした空気の中で試合中！ 卓球部：１球１球に歓声が上がります。 

＜朝の風景＞ ～朝ラン～ 

多いときには、６０人ぐらいの子

供たちが運動場を走っています。

 

２年生の七夕飾り：ずっしりと重く感じられ

るほどたくさんの願いでいっぱいです。 

１年生のプール：水に顔をつけ、潜りに挑戦中です。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

みんなの力を合わせて全力で！～スポーツテスト～ 
 ６月２日（金）、スポーツテストを全校で実施しました。本校で 

初めてのスポーツテストは、ペア（１年生と８年生、２年生と７年 

生、３年生と６年生のペア、４年生と５年生は学年内ペア）による 

移動、計測、９年生による全体運営と実技指導という形で行われま 

した。いつも緊張から始まるペア活動ですが、一緒に各種目を回る 

中で互いに打ち解け、声を掛け合 

い、応援し、笑顔いっぱいの交流 

ができていました。９年生は、整 

列、説明、指導、計測とそれぞれの役割を分担して、全体の運営

に力を発揮しました。各種目の持ち場で、一人一人に丁寧に説明

し、また声を枯らして懸命に指導している９年生の姿はとても頼

もしいものでした。 

 

6月 13日（水）新国立劇場合唱団 本公演 

 新国立劇場合唱団の皆さんに来校い 

ただき、本公演を開催しました。 

混声四部合唱に編曲した本校の校歌 

から１曲目が始まりましたが、間奏で 

は子供たちから大きな拍手が沸き起こ 

りました。 

その後、日本の歌、世界の歌、オペ 

ラの世界とプログラムが続きました。 

オペラの世界では、合唱団の皆さんが観客席のすぐそばで歌ってくださいました。目の前で演じ 

られるオペラの世界、美しく迫力ある歌声に圧倒されました。 

全校児童生徒による校歌斉唱の後、６年生か

ら９年生が合唱団の皆さんと一緒に「翼をくだ

さい」を歌いました。 

体育館に歌声は響き渡り、歌の素晴らしさ、

音楽の感動を味わった夢のような時間でした。 

 

 

～委員会活動の取組から～ 

 各委員会の活動が始まり、校内の様々な場面で活躍中。 

みどりの羽根募金に取り組んでいるボランティア委員会、 

合同合唱「翼をください」 掲示委員会は、季節の掲示をしています。 

しています 

体をほぐして、前屈に挑戦 

緊張の一瞬！ 



朝のあいさつ運動に取り組んでいる風紀委員会、昼放送を 

始めた放送委員会、校内 

の掲示にも各委員会の工 

夫が見られます。順次取組を紹介 

します。 

 

 

 

 

 

 

 

法要に参列した１年生の代表は、「式にはたくさんの方が参列 

されていました。高齢の方が多かったですが、若い私たちが、戦 

争の悲惨さ、命の大切さを受け継いでいかなければならないと思 

いました。私たちの作った 

 

横断幕を作って募金を呼びかけました。 

図書委員会は、おすすめ本を紹介中 


